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〈今治歴史散歩〉

第
二
十
一
回

　
菊
間
瓦
の
ル
ー
ツ
を
訪
ね
て

　

菊
間
瓦
の
起
源
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
身
近
な
ル
ー
ツ
は

藩
政
時
代
の
株
仲
間
・
二
六
軒
株
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
松

山
藩
で
は
、
領
内
で
瓦
の
製
造
・
販
売
を
行
う
業
者
を
五
三

株
に
制
限
し
、
こ
の
う
ち
半
数
の
二
六
株
を
菊
間
の
業
者
に

与
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
窯か
ま

元も
と

は
、野
間
郡
浜
村
の
船ふ

な

ヶが

浦う
ら（

菊

間
町
浜
の
西
海
岸
）
に
拠
点
を
構
え
、
藩
の
御
用
瓦
を
手
が

け
る
一
方
で
、
近
郷
寺
社
の
瓦
製
造
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

御ご

用よ
う

瓦が
わ
らで
は
、
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
に
松
山
藩
大
坂

屋
敷
、
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
に
松
山
藩
江
戸
屋
敷
、
元

●
身
近
な
ル
ー
ツ
／
二
六
軒
株

治
元
（
一
八
六
四
）
年
に
松
山
藩
京
都
本
陣
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
近
郷
寺
社
で
は
、
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
の
浜
村
荒こ
う

神
社
の
灯と

う

籠ろ
う

や
同
四
年
の
遍
照
院
庫く

裏り

棟む
ね

鬼
瓦
（
か
わ
ら
館

所
蔵
）
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

浜
村
の
荒
神
社
は
、
火
難
除よ

け
の
神
と
し
て
永
く
瓦
業
者

の
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。
現
存
す
る
瓦
製
の
灯
籠
は
、
高
さ

約
二
・
七
ｍ
も
あ
り
ま
す
。
台
座
に
刻
ま
れ
た
施
主
名
は
、

二
六
軒
株
の
親
方
連
中
で
し
ょ
う
か
。
火
袋
の
「
金
」
の
透

か
し
字
は
金
毘
羅
大
権
現
を
意
味
し
、
海
上
安
全
の
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

菊
間
が
瓦
産
地
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
現
地
で
原
料
の
瓦

土
と
窯
焚た

き
燃
料
の
松
の
薪

た
き
ぎ

・
松
葉
が
採
れ
た
こ
と
や
粘
土

瓦
の
乾
燥
と
窯
の
焼
成
に
適
し
た
温
暖
少
雨
の
気
候
風
土
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
物
流
の
大
動
脈
・
瀬
戸
内

海
沿
い
に
あ
る
こ
と
で
、
瓦
の
積
出
港
に
も
適
し
て
い
ま
し

た
。
不
足
す
る
瓦
土
・
薪
に
つ
い
て
も
、
船
で
近
郊
か
ら
運

ば
れ
て
き
ま
し
た
。

大
　
成
　
経
　
凡

　

今
治
の
埋
も
れ
た
、
魅
力
あ
る
歴
史
文
化

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
第
二
十
一
回

は
、
今
治
市
の
伝
統
工
芸
の
一
つ
・
菊
間
瓦

の
ル
ー
ツ
を
紹
介
し
、
地
場
産
業
と
し
て
根

づ
く
江
戸
～
明
治
時
代
の
様
子
と
鬼お

に

師し

の
系

譜
を
歴
史
散
歩
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭和30年代頃の西海岸［写真／錦松工房提供］

　

明
治
以
降
は
、
政
府
の
大
口
注
文
が
菊
間
を
潤
し
ま
す
。

明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
の
小
倉
兵
営
・
丸
亀
兵
営
の
御
用

瓦
七
万
枚
、
同
十
年
の
広
島
鎮
台
御
用
瓦
七
万
枚
、
同
十
一

年
の
松
山
兵
営
御
用
瓦
一
三
万
枚
、
同
十
五
年
の
佐
世
保
鎮

守
府
御
用
瓦
二
八
万
枚
な
ど
軍
需
御
用
が
相
つ
ぎ
ま
し
た
。

●
飛
躍
の
ル
ー
ツ
／
皇
居
御
造
営
瓦

荒
神
社
の
瓦
製
灯
籠

　
（
今
治
市
指
定
有
形
文
化
財
／
今
治
市
菊
間
町
浜
）
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在
、
そ
の
請
負
業
者
の
子
孫
宅
に
、
皇
居
御
所
鬼
の
木
型
が

残
さ
れ
、
当
時
の
平
瓦
・
丸
瓦
の
サ
ン
プ
ル
が
「
か
わ
ら
館
」

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鬼
瓦
や
飾
り
瓦
を
手
が
け
る
専
門
職
人
を
鬼
師
と
い
い
ま

す
。
今
日
で
も
、
老
若
男
女
数
名
の
鬼
師
が
菊
間
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。
愛
媛
県
武
道
館
中
庭
の
大
鬼
瓦
は
渡
部
一
馬
氏

ら
が
手
が
け
た
も
の
で
、
菊き
く

銀ぎ
ん

製
瓦
の
菊
地
晴
香
氏
は
全
国

で
も
珍
し
い
女
性
の
鬼
師
で
す
。
ま
た
、
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド

「
か
わ
ら
や
菊き
く

貞さ
だ

」
で
瓦
工
芸
作
品
を
手
が
け
る
小
泉
信
三

氏
が
い
ま
す
。

　

二
六
軒
株
の
時
代
に
、
西
原
屋
の
屋
号
で
鬼
瓦
を
手
が
け

た
錦き
ん

松
し
ょ
う

工
房
は
、
現
在
の
光
野
幸
士
氏
が
九
代
目
で
す
。

店
名
は
、
六
代
目
松
四
郎
の
田
舎
相
撲
の
四し

股こ

名な

（
錦

に
し
き

松ま
つ

）

か
ら
名
づ
け
た
も
の
で
す
。
松
四
郎
は
、
昭
和
三
十
年
代
に

広
島
城
・
小
倉
城
の
鬼
瓦
（
鯱
し
ゃ
ち

）
を
、
弟
・
武
三
郎
は
松
山

城
小
天
守
の
鬼
瓦
を
手
が
け
ま
し
た
。
兄
・
亀
太
郎
は
、
お

供
馬
で
有
名
な
加
茂
神
社
の
神し
ん

馬め

を
瓦
で
つ
く
っ
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
ま
す
（
頭
部
の
み
、
か
わ
ら
館
に
保
管
）。
親
兄

弟
が
切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

す
る
な
か
で
、
匠

た
く
み
の
技
は
伝
承
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。

　

菊
間
公
民
館
ロ
ビ
ー
の
大
壁
面
瓦
は
、
昭
和
五
十
七

（
一
九
八
二
）年
に
菊
間
町
窯
業
協
同
組
合
が
制
作
し
も
の
で
す
。

そ
こ
に
象
ら
れ
た
双
竜
は
、
錦
松
工
房
七
代
・
八
代
目
の
光

野
貫
一
郎
・
公
平
兄
弟
が
手
が
け
た
も
の
で
す
（
と
も
に
故

人
）。
貫
一
郎
は「
現
代
の
名
工
」、公
平
は「
県
伝
統
工
芸
士
」

に
も
選
ば
れ
た
腕
利
き
の
鬼
師
で
、
か
わ
ら
館
ロ
ビ
ー
の
お

供
馬
の
レ
リ
ー
フ
は
貫
一
郎
晩
年
の
作
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
鬼
師
の
活
躍
／
菊
間
公
民
館
の
壁
面
瓦

菊間公民館ロビーの龍の壁面瓦　鬼師の光野貫一郎（右）・公平兄弟［写真／錦松工房提供］

皇居御所鬼の木型（写真提供／安永道一氏）

　

一
方
、
廃
藩
置
県
で
株
仲
間
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
二
六
軒

株
以
外
に
も
瓦
製
造
を
始
め
る
業
者
が
現
れ
ま
す
。
明
治

十
四
年
に
は
浜
村
だ
け
で
四
三
の
業
者
が
存
在
し
、
老
舗
業

者
と
新
規
業
者
と
の
反
目
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
や
品
質

の
低
下
な
ど
、
菊
間
瓦
は
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
解
消
す
べ
く
、
五
四
の
業
者
が
集
ま
っ
て
同
一
九

（
一
八
八
六
）
年
に
組
織
し
た
の
が
、
菊
間
瓦
最
初
の
互
助

組
合
「
菊
間
製せ
い

瓦
が
わ
ら

組
合
」
で
し
た
。

　

設
立
の
き
っ
か
け
は
、
明
治
十
六
年
に
宮
内
省
か
ら
御ご

下か

命め
い

を
受
け
た
皇
居
御
造
営
瓦
の
製
造
で
、
同
十
七
年
か
ら

十
九
年
に
か
け
て
二
二
万
枚
を
納
入
し
ま
し
た
。
政
府
へ
の

斡あ
っ

旋せ
ん

は
、
旧
松
山
藩
主
の
家
系
・
久
松
定さ

だ

謨こ
と

伯
爵
や
愛
媛
県

の
働
き
か
け
が
あ
り
、
見
本
に
送
っ
た
瓦
が
特
選
の
栄
誉
を

受
け
ま
し
た
。
こ
の
時
、
御
用
命
を
授
か
る
の
は
三
州
・
泉

州
・
菊
間
の
三
産
地
で
、
製
造
に
た
ず
さ
わ
る
請
負
業
者
と

職
人
は
利
害
関
係
を
こ
え
て
製
造
に
励
ん
だ
そ
う
で
す
。
現




